






































































































Based Costing: TBC）や速度原価計算（Velocity 
Costing: VC）の指摘をした。特にTBCの考えは、
1995年に Goldman et al. が Agile Competitors 








Preiss and Ray が TBC の Part1 と Part2 を発
表している。この中では製品プロダクトミック
スの決定に時間が利用されているのである。





































































































































































































えは、Goldman et al. の Agile Competitors 
and Virtual Organizations の中で基本的な考





































































がることになる。これらの考えは Preiss and 
Ray の2000年の論文 Time-Based-Costing の
中でより具体化されていく。以下では彼らの見
解をみることにする。
　Preiss and Ray は、「TBC はフローレート
での変動を考慮に入れた会社（あるいはプロ
フィットセンター）内外への貨幣流出入速度





































































































資源の名前を与える。ここで、製品 U と V は、
資源 A、B、C、D を経由して材料から作られる。
その図表は、単位当たり20ドルかかる原材料が
組立プロセスの B までに、資源 D で12分、次
に資源 A で５分かかるのを示す。単位当たり
25ドルかかる原材料は、資源 B までに、資源
























　V が U より収益性がある。その理由は、V
は U より直接かかる時間が少ない。V は U よ
りも材料費が少ない。VはUよりも売価が高い。











 ・資源 B でそうするために必要とされる時間
は100×21＝2,100分である。
















 ・資源 B の週単位の残りの時間は1,440分（2,400
－960）になるだろう。

























 （３）拡張企業における TBC の利用























図表３　製品 U と V の優先順位を与えるための
製品単位当たりの計算された伝統的データ
U V Percent 
difference
総直接時間 44分 43分 1/43＝2.3％
変動費 45ドル 44ドル 1/44＝2.3％
売価 80ドル 84ドル 4/84＝4.8％
貢献利益 35ドル 40ドル 5/4＝12.5％











A 12  9 80×12＋100×9＝1,860
B 12 21 80×12＋100×21＝3,060
C  8  8 80×8＋100×8＝1,440
D 12  5 80×12＋100×5＝1,400
 （出所）Preiss and Ray［2000a］p.72
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Preiss and Ray はこれらの区分について、「ア
ウトフロー分類の方法は、製品やプロジェクト
の組み合わせが変わるときに何が起こるかを考













































　Preiss and Ray は、変動的アウトフロー
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